
水質調査・研究 ため池の水質改善等に効果的な管理手法 
 

１ 背景・ねらい 

近年、ため池を巡る環境が大きく変わっています。特にため池の周辺に農耕地や畜産施設、住宅などができ

ている場合が少なくありません。そういったため池では、排水路などを通じて、窒素やりんなどの環境負荷物

質がため池に流入してきます。そうするとアオコが異常発生したり、底泥が貯まりやすくなります。かつては、

米の収穫した後には、地域の行事としてため池の水を抜き、魚を捕って食したり、そこに貯まった底泥を肥料

として水田に戻していました。しかし、現在では効率化をもとめた技術や施設の改良や地域における担い手の

高齢化、減少などにより池干しが行われなくなりました。 

そこで、本事業では、ため池の池干しを中心に窒素、りんなどの物質収支を調査し、池干しの水質改善を検

証します。 

２ 方法 

調査場所：神池（大府市吉田町） 

調査内容： 

（1） ため池の物質収支実態調査 

採水地点･･･池水（池内 10地点、深さ別） 

流入水･･･（幹線用水、雨水、道路排水） 

調査項目･･･水温、ｐH、電気伝導度（EC）、酸化還元電位（Eh）、溶存酸素（DO）、全窒素（T-N）、 

     硝酸態窒素（NO3-N）、アンモニア態窒素（NH4-N）、全リン（T-P）、無機リン酸（PO4-P）、 

     化学的酸素要求量（COD）、全有機体炭素含量（TOC）、懸濁物質（SS）、クロロフィル a、

透視度 

採水日･･･毎月１回 
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（2） 池干しによる水質浄化の機構解明 

採泥地点･･･池の最深部および浅深部 

調査項目･･･水分含量、T-N、T-P 

培養試験･･･新鮮底泥、半乾燥底泥、乾燥底泥について窒素・リン無機化量を測定。 

 

 

                                  

 

 

 

 

                      池水の採水の様子 

 

 

                        

 

   

底泥の採取の様子 

 

 

 

図１ 神池採水地 



３ 成果 

 (1)ため池の水質実態 

 

 

 

 

 

               定常時の神池 

             

  降雨時の濁った神池 
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図２ 神池の水深コンター図と採水地点 
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図３ 田植えが始まる前の神池の水質コンター図（平成 20年 4月 22日） 
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図４ 水稲生育期における神池の水質コンター図（平成 20年 6月 28日） 

 

 神池の水質は、農業用水基準と比較すると、COD、T-N および T-P が高く、汚濁が進んでいます。特に、田植

え前は採取場所によって大きく異なりますが、最奥部で SSやクロロフィル aが高く汚濁が進んでいることがわ

かります。また、COD と T-N はほぼ同じような分布をしていますが、T-P は全く違う分布をしていることがわか

りました。 

 



(2)神池の物質収支 

 神池における水稲栽培期間（４～９月）における物質収支は、窒素で全流入量が 662kg、流出量が 647kg で、

同じくリンは 857kg、856kg と窒素よりもリンの方が多い結果となりました。また、窒素およびリンの流入が最

も多いのは流入２（道路排水路）で、窒素で全流入量の 82％、リンで 98％でした。ため池の水質改善には道路

排水路からの流入を抑制する必要があります。 

 

神池
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神池

愛知用水
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流入２
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図５ 神池の水稲栽培期間における窒素・リンの収支 

 

神池

池干しによる排水（９月）

T-N 10.5kg、 T-P 4.3kg
魚の持ち出し量

T-N 29.5kg、 T-P 1.2kg

 (3)池干しによる水質浄化の解明 
  池干し時には排水と同時に魚を 

 捕獲して池外に持ち出します。そ 

 の場合の窒素、りんの持ち出し量 

 を試算しますと、窒素は魚の方が 

 リンは排水の方が除去効果の高い 

 ことがわかりました。 

 

                  図６ 池干しによる排水および魚による窒素、リンの持ち出し量 
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図７ 底泥の乾燥程度が窒素の無機化に及ぼす影響 

 池の底に貯まった底泥を採取し、乾燥程度を変えて嫌気状態 30℃で培養してアンモニア態窒素の生成量を測

定しました。その結果、底泥を完全に乾燥させると新鮮あるいは半乾よりも顕著にアンモニア態窒素の生成量

が多くなることがわかりました。アンモニア態窒素の生成量が多いということは底泥の分解量が多いことを示

しているので、水質改善効果が期待できます。 

  

 ため池の水質改善には流入負荷を減らすこと、池干しによる浚渫や魚の持ち出しが効果的です。また、底泥

の分解除去には、地表面を耕起し表面積を広くして乾燥させると効果的です。 



 

生物調査・研究 トンボによるため池の生物多様性調査法 

 

背景・ねらい 

 本県では平成 19 年度にため池をかけがえのない地域資源として「愛知県ため池保全構想」を策定し

ました。この構想の中では「ため池の多面的機能の維持・増進及び保全」として防災や親水、教育機能

と並んで、生物多様性もため池の多面的機能の一つ重要な機能であることを明記しています。 

  そこで、ため池における生物多様性評価指標としてトンボをモデルとし、ため池の生物多様性の簡

易なモニタリング手法を提示することを目的としました。 

＊トンボはその生活史の中で、様々な目的でため池とその周辺環境を利用しています。そのため、た

め池のトンボを調べることでその池の自然環境の質を評価することができます。 

 

方法 

（１）トンボ調査 

調査ため池：木根池、権兵衛池、神様池、神池（以上大府市）、西狐谷池（阿久比町）、伊兵池（半

田市）、曽衛上池、井間池（以上常滑市）、下曽原池（武豊町）、菅田池（美浜町） 

     

町の中の皿池（神池）            山間のため池（下曽原池） 

 

調査時期：５月下旬、７月下旬、10月上旬 

各時期に各池２回調査 

なるべく無風晴天の日の昼過ぎまでに調査しました。 

調査方法：30分間のルートセンサス法＊ 

     30分間の捕獲確認法（２名） 
       ＊あらかじめ設定したコースを一定時間かけて踏破し、その間に確認したものを記録する方法 

（２）環境調査 

調査時期：トンボ調査と同じ 

調査項目及び方法 

：自然護岸率、護岸環境、周辺環境、水生植物植生面積･･･観察 

     水質（透視度、水温、pH、EC、DO、クロロフィルａ、濁度）･･･多項目水質測定器によ

り、取水口付近の水面及び池底から 30cm地点の２カ所測定 

水質（アルカリ度、ＣＯＤ、ＴＮ、ＴＰ、PO4-P、SS、Cl、NO3-N、NO2-N、NH4-N、

Ca、Mg、K、Na、TOC）･･･ため池の取水口付近の水面及び湖底から約30cmの位置、

及び取水口対岸の水面の３点でサンプリングのうえ、定法により測定 

 

 



 

成果 

（１）調査ため池の生物多様度指数の判定 

 第１表のトンボが捕獲及びセンサス法で確認できました。これをもとに、種数、Shannon-Wener の多様

度指数、森下の多様度指数、評点法により調査ため池を４レベルに分類しました（第２表）。今回調査し

たため池の中には非常によい池と評価される池はありませんでしたが、B～D の３レベルに分けることが

できました。どの手法を用いても、ため池の簡易な生物多様性を示す指標として用いることができると考

えられます。Shannon-Wener の多様度指数、森下の多様度指数は種別の個体数が、評点法はある程度の調

査地点数が必要ですが、種数を把握するだけでも大まかな分類は可能であると思われます。 

 

木根池 権兵衛池 神様池 神池 西狐谷池 曽衛上池 伊兵池 井間池 下曽原池 菅田池
アオモンイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アジアイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
クロイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　 　 ○
ホソミイトトンボ ○
モノサシトンボ ○
アオイトトンボ ○ ○ ○
オオアオイトトンボ ○ ○ ○ ○ ○
ホソミオツネントンボ ○ 　 ○ 　 ○
ハグロトンボ ○ ○
フタスジサナエ ○
オニヤンマ ○
ウチワヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カトリヤンマ ○ ○ ○
ギンヤンマ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ウスバキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○
オオシオカラトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コシアキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コノシメトンボ ○ ○ ○
コフキトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 　
シオカラトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ショウジョウトンボ ○
チョウトンボ ○ ○ ○ ○ ○
ノシメトンボ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハラビロトンボ ○ ○ ○ ○ ○
マユタテアカネ ○ ○ ○ ○ ○ ○
リスアカネ ○ ○ ○ ○
ナツアカネ ○ ○ ○ ○ ○
アキアカネ ○ ○
マイコアカネ ○ ○ ○
他 ○ ○
トンボ種合計 9 11 12 8 15 15 16 20 12 19

第１表　各ため池で確認できたトンボ

 
知多のため池でよく見られるトンボ 

               

アオモンイトトンボ      ハグロトンボ         ハラビロトンボ             

               

     コシアキトンボ        シオカラトンボ        オオシオカラトンボ     

 



 

                                                

種数 ランク*1 H' ランク*2 H* ランク*3 種ポイント ランク*4
木根池 9 D 1.181 D 1.383 D 8 D
権兵衛池 11 C 1.150 D 1.312 D 12 D
神様池 12 C 1.829 C 1.911 C 16 C
神池 8 D 1.332 D 1.616 C 6 D
西狐谷池 15 C 2.152 C 2.372 C 21 C
曽衛上池 15 C 1.781 C 1.979 C 25 C
伊兵池 16 C 2.111 C 2.336 C 23 C
井間池 20 B 2.623 B 2.776 B 31 B
下曽原池 12 C 1.666 C 1.908 C 23 C
菅田池 19 C 1.887 C 2.040 C 31 B

*1 *2 *3 *4
　 種数30～：A 3.5～：A 3.5～：A 46～：A

20～30：B 2.5～3.5：B 2.5～3.5：B 31～45:B
10～20：C 1.5～2.5：C 1.5～2.5：C 16～30：C
～9：D ～1.5：D ～1.5：D ～15：D

第２表　ため池の生物多様性ランク
捕獲及びセンサス調査種Shannon-Wienerの多様度指数 森下の多様度指数 評点法による種ポイント

 

 

（２）ため池の特徴を表すトンボ 

捕獲及びセンサス法結果と環境調査結果について解析し、ため池環境を表すトンボ種を抽出しました。

その結果、EC、T-N、COD、SSなど水質の汚濁度を表す項目ではウチワヤンマ、森林環境の豊かさについ

てオオアオイトトンボ等の種が抽出できました。これらの種はため池の環境を表す指標にできると考えら

れます。 

 

環境の指標となるトンボ 

 

オオアオイトトンボ                  ウチワヤンマ：水質のよくない池にも多い  

：護岸や周辺の森林環境の豊かな池  

 

         

クロイトトンボ 

：環境の変化に強く他種のトンボが少ない池でもよく見られる。 
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池干しイベントで使用した「啓発パネル」 
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問い合わせ先 
 愛知県 農林水産部 農林基盤担当局 農地計画課 排水対策グループ 
 〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目1番2号 
 電  話 052-961-2111内3722  052-954-6432(直通)  ＦＡＸ 052-954-6935 
 メール nochi-keikaku@pref.aichi.lg.jp 
 ホームページ http://www.pref.aichi.jp/nochi-keikaku/haitai/ 
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